新サイバー商人の道
· 一般商人は連帯感に生きる。
· サイバー商人は孤独を生きがいにしなければならぬ、電子メールは通信手段にすぎない、すべてが競争者である。

· 一般商人は安定を求める。

· サイバー商人は不安定こそ利潤の源泉としてよろこばねばならぬ、追いつけない程の技術進歩を歓迎せねばならぬ。

· 一般商人は安全を欲する。

· サイバー商人は冒険を望まねばならぬ、絶えず新技術を求めその危険を省みずそこに飛び込まぬサイバー商人は、既に利子生活者であり、隠居であるに過ぎぬ。

· 一般商人は土着を喜ぶ、各種地域の団体に加入し大地に深く根を下ろそうとする。

· サイバー商人は何処からでも養分を吸い上げられる浮草でなければならぬ、すべてを己の専門分野とし、インターネット時代では営業エリアは全世界である。 
      資格・認定などをあてにしてはならぬ、信じられるのは己の体験に裏打ちされた事実のみである。
      安定した技術とか実績のあるシステムしか提案出来ないサイバー商人は真にお客の利益を考えてはいない、ただ臆病なだけである。
      石橋を叩いて渡ってはならぬ、人の作った道を用心しながら通るのは腰抜けの仕事である。

    我が歩む所そのものが道である、他人の道は自分の道でないと言うのが
「サイバー商人の道」である。

